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　１月１１日、プリミエール酒々井で成人式が行われ、色
鮮やかな振り袖や、真新しいスーツに身を包んだ新成人
135人が参加しました。
　式典では、新成人を代表して佐藤汐里さんと大谷匠
さんが「大人としての責任」などをテーマにそれぞれ
意見発表をしました。
　式典後は、実行委員会が企画した「新成人のつどい」
が開かれ、旧友や恩師と久しぶりの再会を喜び、語り合
う光景があちらこちらで見られました。
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髙杉　由理子さん
（東酒々井 3 丁目）

齋藤　明子さん
（中央台４丁目）

飯田　芳朗さん
（酒々井）

莇　みどりさん
（酒々井）

　
11
月
13
日
に
千
葉
県
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た
「
第
64
回
千
葉
県

社
会
福
祉
大
会
」
に
お
い
て
、
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
髙た
か
す
ぎ杉

由ゆ

理り

こ子
さ
ん
、
齋さ

い
と
う藤

明あ
き
こ子

さ
ん
、
莇

あ
ざ
み

み
ど
り
さ
ん
が
、
多
年
に
わ
た
る

民
生
児
童
委
員
活
動
へ
の
貢
献
が

認
め
ら
れ
て
千
葉
県
社
会
福
祉
協

議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
に
千
葉
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
31
回
千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
研
究
大
会
」に
お
い
て
、

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
飯は
ん
だ田

芳よ
し

朗お

さ
ん
が
、
委
員
と
し
て
の
活
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
千
葉
県
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
田
さ
ん
は
、
平
成
９
年
か
ら

体
育
指
導
委
員
と
し
て
町
の
社
会

体
育
振
興
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
ら
れ
、
体
育
指
導
委
員

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
名
称

が
変
わ
っ
た
現
在
も
引
き
続
き
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

割
引
が
大
き
い
口
座
振
替

①
平
成
27
年
度
分
の
前
納
（「
１

年
分
の
前
納
」「
６
か
月
分
の
前

納
」「
早
割
」
の
い
ず
れ
か
）

②
平
成
27
年
度
分
と
平
成
28
年
度

分
の
２
年
分
の
前
納

　
希
望
す
る
方
は
、
年
金
手
帳
・

通
帳
・
届
出
印
を
持
っ
て
、
２
月

27
日
㈮
ま
で
に
、
年
金
事
務
所
か

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し

込
み
後
は
口
座
の
残
高
不
足
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

現
金
納
付
は
納
付
期
限
に
注
意

　
現
金
納
付
の
場
合
、
毎
年
４
月

に
届
く
各
月
納
付
書
（
４
月
～
翌

年
３
月
分
）
の
他
に
、
１
年
分
・

６
か
月
分
（
４
月
～
９
月
分
・
10

月
～
翌
年
３
月
分
）
の
前
納
納
付

書
が
同
封
さ
れ
て
お
り
、
１
年
分

と
６
か
月
分
に
は
割
引
さ
れ
た
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
納
す
る
方
は
納
付
期
限
ま
で

に
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
前
納
納
付
書
で
は
納
付
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
幕
張
年
金
事
務
所

☎
（
２
１
２
）
８
６
２
１

　
町
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
む
町
景
観
計
画
の

策
定
に
向
け
た
第
２
回
目
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
先
の
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
町
の
景
観
の
「
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
好
き
か
」、「
ど
の
よ

う
な
魅
力
が
あ
る
か
」
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、「
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
良

く
な
る
酒
々
井
の
景
観
」と
題
し
、

町
の
景
観
と
し
て
好
ま
し
く
な
い

も
の
な
ど
を
整
理
し
な
が
ら
検
討

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
26
日
㈭
　
19
時
～

21
時

会
　
場
　
中
央
公
民
館
２
階
視
聴

覚
室

申
込
期
限
　
～
25
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち

づ
く
り
課
計
画
整
備
班
☎

１
５

６

　
昨
年
の
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
一
度
、

千
葉
県
共
同
募
金
会
へ
送
金
し
、

翌
年
度
に
各
市
町
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
は
92
万
２
千
円
の
配
分

を
受
け
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
母

子
・
父
子
、
児
童
の
福
祉
や
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
訓
練
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運

営
費
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
12
月
に
集
め
ら
れ

た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
つ
い

て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
エ
コ
ト
ピ
ア
酒
々
井
」、
児
童
養

護
施
設
「
蛍
雪
学
園
」、
作
業
所

「
虹
」、「
ワ
ー
ク
・
か
な
え
」
へ

の
見
舞
金
の
配
布
、
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に
し
た
「
白
ゆ
り
会
ク

リ
ス
マ
ス
会
」
へ
の
助
成
、
75
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
お

せ
ち
の
配
布
、
災
害
備
蓄
品
の
購

入
、
歳
末
た
す
け
あ
い
法
律
相

談
・
心
配
ご
と
相
談
な
ど
の
事
業

に
使
わ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

2

千
葉
県
社
会
福
祉

協
議
会
長
表
彰

千
葉
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
者
表
彰

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
す
る
と
割
引
が

大
き
く
お
得
で
す

景
観
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

赤
い
羽
根
共
同
募
金

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



お
知
ら
せ
　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

　
全
国
間
税
会
総
連
合
会
が
毎

年
募
集
し
、
表
彰
を
行
っ
て
い
る

「
税
の
標
語
」
で
、
酒
々
井
中
学

校
の
３
年
生
が
応
募
し
た
標
語
か

ら
４
人
の
生
徒
の
作
品
が
選
ば
れ
、

各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付

な
ど
、
窓
口
業
務
に
利
用
す
る
公

用
封
筒
を
寄
附
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
作
成
し
て
い
た
だ
く
封
筒
に
つ

き
ま
し
て
は
（
図
）
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
で
、
応
募
は
法
人
等
の
団

体
、
個
人
事
業
主
の
別
を
問
い
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
寄
附
の
お
申
し
出
を
い

た
だ
く
際
に
は
、「
酒
々
井
町
広

告
入
り
公
用
封
筒
寄
附
申
込
書
」

に
企
画
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
併

せ
て
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
広
告
の
内
容
等
に
よ
っ

て
は
、
お
申
し
出
を
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

封
筒
の
規
格
　
角
形
６
号
（
ヨ
コ

１
６
２
㎜
×
タ
テ
２
２
９
㎜
）

寄
附
枚
数
　
１
万
枚
～
２
万
枚
程

度使
用
期
間
　
原
則
１
年

申
込
期
限
　
２
月
27
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
管
財
班
☎

２
２
５

　
井
戸
に
メ
ー
タ
器
の
設
置
が
な

く
井
戸
水
を
公
共
下
水
道
に
排
水

す
る
場
合
は
、
そ
の
家
庭
に
お
住

ま
い
の
人
数
に
よ
り
汚
水
量
を
認

定
し
使
用
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
正
し
い
使
用
料
を
算
定
す
る
た

め
、
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
必
ず
お
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
汚
水
量
の
認
定
方
法
》

①�

井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
世
帯
員
一
人
に
つ
き

一
か
月
８
㎥
を
汚
水
量
と
認
定

し
ま
す
。

②�

上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て

い
る
場
合
は
、
上
水
道
の
使
用

水
量
に
世
帯
員
一
人
に
つ
き
１

か
月
４
㎥
を
加
算
し
た
も
の
を

汚
水
量
と
認
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
工
務

班
☎
（
４
９
６
）
７
７
２
５

　昭和 54 年４月から町議会議員を８

期 32 年勤められ、昨年 11 月にお亡く

なりになられた故岩澤正さん（酒々井）

が、地方自治の振興に尽力された功績

が認められ、旭日双光章並びに正六位

を受章されました。

死亡叙勲・叙位
～長年にわたる功績に～

前列左から齋藤さん、相川さん、田仲さん、森田さん

全国関税会総連合会　佳作
千葉県関税会長賞　　　　　　　  

国支え　未来を守る　消費税　　  　　 齋藤　流
りゅうい

尉さん

成田税務署長賞　　　　　　　　　

国民の　未来を支える　消費税　　　　相川　海
み さ

沙さん

成田税務署　佳作　　　　　　　　

あなたの税　日本の未来を　支えてる　　森田　強
つ よ し

志さん

国のため　みんなのために　消費税　　田仲　珠
た ま き

樹さん

　
所
得
税
の
確
定
申
告
等
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
に
身
体
障

害
者
手
帳
の
提
示
に
代
え
て
添
付
で
き
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
の
交
付
申
請
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
健
康
福
祉
課
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
条
件
　
65
歳
以
上
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
障
害
の
あ

る
方
、
ま
た
は
認
知
症
の
状
態
に
あ
る
方

問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
　
健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
３

H27. ２. １ 3

酒
々
井
中
学
校
３
年
生

　「
税
の
標
語
」
で
表
彰

届
出
は
忘
れ
ず
に
！

「
井
戸
水
を
下
水
道
に

排
水
し
て
い
る
方
へ
」

広
告
入
り
公
用
封
筒
を
寄
附
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

窓口用封筒

広告スペース

（図）



酒々井町職員人事行政運営等の状況

職員の給与の状況2
一般行政職 （平成26年4月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

酒々井町 4 5 . 3歳 352,419円 403,976円

千 葉 県 4 2 . 8歳 333,944円 424,045円

国 4 3 . 5歳 335,000円 408,472円
「平均給料月額」とは、一般行政職の職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは、国家公務員の平均給与月額の算出方法をもとに毎
月支払われる扶養手当等の諸手当の額を合計したものです。

分限および懲戒処分の状況4
（平成25年度）

分限処分 懲戒処分

降 任 免職 休職 降給 免職 停職 減給 戒告

0 人 0人 3人 0人 0人 1人 0人 0人
「分限処分」とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行
う処分で、公務の能率維持を目的とします。
「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための
処分で、公務における規律と秩序を維持することを目的としています。
※休職事由は、すべて心身の故障のために長期療養を必要とするものです。

職員数の状況1
⑴　職員の退職・採用の状況

職　　種 平成25年度退職者数 平成26年度採用者数

一般行政職 1 1人 ５人

技能労務職 0人 0人
退職・採用者には、千葉県、千葉県教育委員会等からの派遣職員を含む。
一般行政職等とは、一般行政職、税務職、福祉職（保育士）、保健職（保健師）な
どの技能労務職を除く全ての一般職の職員

⑵　部門別職員数の状況

部　　門
職　員　数

増減数
平成25年度 平成26年度

普通会計
部　　門

一般行政部門 1 2 7人 1 2 1人 △6人

教育部門 2 9人 2 9人 0人

小 　 　 　 　 　 計 1 5 6人 1 5 0人 △6人

公営企業等会計部門 1 8人 2 0人 2人

合 　 　 　 　 　 計 1 7 4人 1 7 0人 △4人
※各年度における定員管理調査において報告した部門別職員数です。
一般行政部門：議会事務局、総務・企画、税務、農林水産、商工、土木、民生、衛
生の各部門（教育委員会を除く農業委員会等の各行政委員会を含む）の総称。
教育部門：教育委員会の所管部門の総称。
公営企業等会計部門：水道、下水道、その他（国保事業、介護保険事業、後期高
齢者医療事業）の各部門の総称。

職員の勤務時間その他勤務条件の状況3
⑴　勤務時間

勤　務　時　間 休　憩　時　間

8時30分～17時15分（7時間45分） 12時～13時（60分）

（平成26年4月１日現在）

⑵　休暇などの種類
種　類 内　　　　　　　　　　　容

年次有給休暇
1年に20日間（新規採用の年は、採用月に応じ）付与され
ます。残日数は翌年に限り繰り越すことができます。
※取得は、1時間を単位とすることができます。

病気休暇 負傷または疾病のため療養する必要があり、勤務をしないこ
とがやむを得ないと認められる場合に承認される休暇です。

特別休暇 親族の葬儀等の特別な事由により勤務しないことが相当で
ある場合に承認される休暇です。

介護休暇 配偶者および2親等以内の親族などの介護をするため、勤務
しないことが相当である場合に承認される休暇です。

育児休業 3歳未満の子どもを養育するために、承認を受けて職務に
従事しないことができます。

部分休業 小学校入学前までの子どもを養育するために、承認を受け
て勤務時間の一部について勤務しないことができます。

職員の研修および勤務成績の評定状況6

研修の名称 受講者数等
自治大学校研修 1人
市町村職員中央研修所 2人
千葉県自治研修センター 1 1人
印旛郡市広域市町村圏事務組合 8人
都市再生機構派遣研修 1人
人権セミナー研修（６回） 14 8人（延べ）
その他 5 6人
認知症サポーター養成講座 全職員

　職員の教養および資質の向上を図ることを目的に、市町村職員研修所、千葉県
自治研修センター、印旛郡市広域市町村圏事務組合等における研修への派遣を
実施しています。
　また、職員の執務について定期的に能力や実績などに関しての勤務成績の評定
を行い、その評定結果を昇給等の参考としています。

職員の福祉および利益の保護の状況7
　職員の安全と健康を確保し、快適な職場環境を形成するために、衛生管理者、
衛生推進者、産業医による衛生委員会などの運営を行っています。
　さらに、事業者責任として職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の
早期発見を行うために定期健康診断等を実施しています。
　また、職員の生活の安定と福祉の向上を図るために、健康保険に相当する短期
給付、厚生年金に相当する長期給付業務を行う千葉県市町村職員共済組合に加
入しているほか、福利厚生を図るため職員の互助組織として、職員の互助会費等
で運営されている「千葉県市町村職員互助会」への負担金※①および「酒々井町
職員向上会」への補助金※②を支出しています。
※①�基準日（4月1日）現在の給料月額に1,000分の4.5を乗じて得た額（年度１
回）②�基準日現在の会員一１人当たり年額3,200円

5 職員の服務の状況
⑴　年次有給休暇の取得状況

対象
職員数Ａ

総付与
日数Ｂ

総取得
日数Ｃ

平均取得
日数Ｃ/Ａ

消化率
Ｃ/Ｂ

107人 4,209日 1,018.1日 9.5日 24.2％
「対象職員」とは、平成25年1月1日から同年12月31日までの全期間在職した一般
職員（議会事務局等の委員会職員を除く）をいい、当該期間中に中途採用された者
および退職した者並びに育児休業または休職などの事由のある職員を除きます。
「総付与日数」とは、平成25年1月1日現在において各職員に付与された日数（前年
からの繰越日数を含む）を合計したものです。

⑵　介護休暇、育児休業および部分休業の取得状況

種　　類
平成24年度取得者数

男性職員 女性職員 合　　計
介 護 休 暇 0人 0人 0人
育 児 休 業 0人 2人 2人
部 分 休 業 0人 0人 0人

　　　　　問い合わせ　総務課総務班☎ ２１１
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昨
年
12
月
定
例
議
会
で
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、

齋
さ
い
と
う
し
ょ
う
い
ち

藤
照
一
さ
ん
（
下
岩
橋
）、
鶴つ

る

岡お
か

嘉よ
し
ひ
ろ

さ
ん
（
酒
々
井
）、
星ほ

し
の野

建け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
（
中
央
台
）
が
議
会

の
同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

条
　
件
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
経
験
者
・
研
修
終
了

者
（
研
修
受
講
予
定
者
含
む
）

勤
務
地
　「
井
戸
端
」
東
酒
々
井

１�–
１�–

46

勤
務
期
間
　
４
月
１
日
～
９
月
30

日勤
務
日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
の

10
時
～
16
時
45
分
（
月
８
～
12
日

程
度
）

業
務
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
施
設
管
理
（
勤

務
記
録
）・
パ
ソ
コ
ン
操
作
等

賃
金
等
　
時
給
８
５
０
円
予
定
（
交

通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）、
労
災

あ
り
、
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
な
し

提
出
物
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）・

小
論
文
５
０
０
字
程
度
、
テ
ー
マ

「
私
の
考
え
る
住
民
活
動
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
と
ま
ち
づ
く
り
」

申
込
方
法
　
３
月
９
日
㈪
ま
で
に

提
出
物
を
持
参
の
う
え
、
住
民
協

働
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
後
日
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
協
働
課
活
動

推
進
班
☎

３
６
１

募
集
人
数
　
１
人

条
　
件
　
町
内
在
住
の
60
歳
未
満

で
健
康
な
方
・
普
通
自
動
車
運
転

免
許
所
有
者

業
務
内
容
　
学
校
用
務
全
般

（
校
内
外
の
清
掃
、
給
食
の
配
膳
、

書
類
の
運
搬
等
）

雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成
28

年
３
月
31
日

勤
務
地
　
町
内
の
各
小
中
学
校

勤
務
時
間
　
７
時
45
分
～
16
時
30

分
（
う
ち
休
憩
60
分
、
実
労
週
38

時
間
45
分
）

＊
配
属
校
に
よ
り
出
勤
時
間
、
退

勤
時
間
に
変
更
あ
り
。

報
酬
等
　
月
額
13
万
６
千
円
（
交

通
費
は
規
定
に
よ
り
支
給
）。
ほ

か
厚
生
年
金
、
健
康
保
険
、
雇
用

保
険
、
労
災
に
そ
れ
ぞ
れ
加
入

勤
務
日
　
週
５
日
（
８
月
中
も
勤

務
あ
り
）

申
込
方
法
　
履
歴
書（
写
真
貼
付
）、

応
募
理
由
（
様
式
は
問
わ
な
い
）

を
学
校
教
育
課
ま
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
書
類
選
考
後
に
面
接
を
行
い
ま

す
。

申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈪

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
　
　

☎

３
１
２

募
集
人
数
　
中
央
保
育
園
　
１
人

岩
橋
保
育
園
　
２
人

勤
務
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成
28

年
３
月
31
日

条
　
件
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る

方勤
務
日
時
　
毎
週
土
曜
日
９
時
～

18
時

賃
金
等
　
時
給
１
，
２
０
０
円

勤
務
地
　
中
央
保
育
園
（
酒
々
井

１
２
１
）　
岩
橋
保
育
園
（
上
岩

橋
１
１
５
１
）　

申
込
方
法
　
履
歴
書（
写
真
添
付
）、

保
育
士
証
の
写
し
を
持
参
の
う

え
、
各
保
育
園
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

※
後
日
面
接
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
課
☎

３

７
２
）
中
央
保
育
園
　（
４
９
６
）

１
２
７
４

岩
橋
保
育
園
　（
４
９
６
）
１
６
２

５

2月の
移動交番開設日

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

２
月
４
日
㈬
　
10
時
～
11
時
30
分

２
月
13
日
㈮
　
13
時
30
分
～
15
時

２
月
18
日
㈬
　
10
時
～
11
時
30
分

２
月
25
日
㈬
　
10
時
～
11
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

２
月
４
日
㈬
　
14
時
～
15
時
30
分

※
予
定
が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。��

問
い
合
わ
せ
　
佐
倉
警
察
署
移
動

交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０
１
１
０

齋藤　照一さん星野　建一郎さん 鶴岡　嘉 さん
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臨
時
職
員

「
井
戸
端
」（
交
流
サ
ロ
ン
）

嘱
託
員

学
校
用
務
員

町
立
保
育
園

時
間
外
保
育
士

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委

員

の

選

任

臨
時
職
員
等
の
募
集



　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
な
い
個
人

事
業
を
営
む
方
や
自
営
業
の
方
、

ま
た
、
年
末
調
整
済
み
の
給
与
所

得
者
で
も
、
年
末
調
整
後
に
、
医

療
費
や
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
控
除
を

追
加
し
て
税
の
還
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

●
収
入
（
所
得
）

　
平
成
26
年
分
の
源
泉
徴
収
票

（
給
与
・
年
金
・
報
酬
・
一
時
所

得
等
）
や
収
支
内
訳
書
（
営
業
・

農
業
・
不
動
産
）
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
所
得
控
除

▼
社
会
保
険
料
控
除

　
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
各
種

社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
各
種
年
金
の
掛
金
な
ど
）

の
控
除
証
明
書
や
領
収
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日

本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）

１
１
７
ま
で

▼
生
命
保
険
・
個
人
年
金
・
介
護

医
療
・
地
震
・
旧
長
期
損
害
保
険

料
控
除

　
各
保
険
会
社
等
か
ら
発
行
さ
れ

た
証
明
書
の
原
本
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
配
偶
者
特
別
控
除
・
扶
養
控
除

　
配
偶
者
の
収
入
が
わ
か
る
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
源
泉
徴
収
票
の
内
容
に
、

扶
養
者
の
追
加
や
削
除
（
扶
養
者

の
所
得
が
38
万
円
を
超
過
し
、
取

り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
）

な
ど
変
更
が
あ
っ
た
場
合
も
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
ま
た
は
そ
れ
に
代

わ
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除

　
平
成
26
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
10
万
円
を
超
え
た
額
（
所
得

金
額
が
２
０
０
万
円
未
満
の
方
は
、

支
払
っ
た
医
療
費
が
所
得
金
額
の

５
％
を
超
え
た
額
）
が
あ
る
場
合

に
控
除
で
き
ま
す
。

　
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
、

人
ご
と
、
病
院
ご
と
等
に
ま
と

２
月
２
日
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で

所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
開
始

所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

申告は、正しくお早めに
まずは確認してみましょう。あなたの申告

2月16日～3月16日
申　告　期　間

スタート 平成27年１月１日現在、酒々井
町に住民登録がありますか？

町・県民税（以下住民税）申告は、１月１日現在の住民登録がある市区町
村へ、所得税申告は現在お住まいの管轄の税務署へ提出してください。

平成26年中に収入はありましたか？あった場合は次のどれにあたりますか？

はい

はい

はい

はい

はい はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

同居親族の方の
扶養になっていま
すか？

申告の必要は
ありません。

主に給与収入
（年金＋給与含む）

年金収入のみ 
  （※１）

給与・年金以外に営業・不
動産・農業収入等がある

別居親族の扶養になって
いた場合でも住民税申告
が必要です。

（※１）年金収入のみの方でも、複数から年金を受
給している方や、個人年金などを受給されている方
は申告が必要な場合があります。

（※２）公的年金等の収入が400万円以下の方であ
り、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下である場合には、所得税の確定申
告は必要ありませんが、所得税の還付を受ける場合
は確定申告が必要です。また、確定申告が不要でも
住民税申告が必要な場合があります。

（※３）給与以外の所得が公的年金の場合、（※２）
と同様です。

（注意）申告の必要がないとされた方でも、国保税
などの軽減判定やその他の行政サービスを受けるう
えで住民税申告が必要な場合があります。

年末調整は済んで
いますか？
給与収入は２千万
円以内ですか？

給与以外の所得
がありましたか？

給与以外の所得が
20万円を超えてい
ますか？（※３）

所得税の確定申
告が必要です。

年金収入は400万円を
超えていますか？
扶養や保険料控除の
追加などはありますか？

所得税の確定申告
または住民税申告
が必要です。

２か所以上から給
与をもらっていま
すか？

住民税申告が必要
です。

所得税の確定申告または
住民税申告が必要です。

  （※2）

年金収入が400万円以
下の方は申告の必要
はありません。

勤務先から給与支
払報告書が町に提
出されていますか？

申告の必要はありま
せん。
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め
、
領
収
書
の
原
本
を
封
筒
な
ど

に
入
れ
て
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
寄
附
金
控
除

　
寄
附
先
か
ら
の
領
収
書
等
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　〈
表
１
〉
の
２
か
所
で
相
談
・

受
付
を
行
い
ま
す
。
ご
確
認
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
自
書
申
告
書
の
作
成
コ
ー
ナ
ー

　
中
央
公
民
館
の
会
場
で
は
、
そ

の
場
で
申
告
書
を
作
成
、
計
算
確

認
を
し
て
い
た
だ
く
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
い
ま
す
。

◆
次
の
①
～
⑦
の
申
告
書
に
つ
い

て
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
中
央
公
民

館
で
は
完
成
し
て
い
る
申
告
書
の

み
受
付
し
ま
す
。

①�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初

め
て
受
け
る
方

②�

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
・

配
当
所
得
が
あ
る
方

③�

山
林
所
得
・
退
職
所
得
が
あ
る

方
④
雑
損
控
除
を
受
け
る
方

⑤
青
色
申
告
の
方

⑥�

贈
与
税
・
個
人
消
費
税
な
ど
国

税
に
関
す
る
申
告
を
す
る
方

⑦�

過
年
分
の
申
告
、
そ
の
他
複
雑

な
計
算
を
要
す
る
申
告

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

へ
ご
案
内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
知
ら
せ

○��

成
田
税
務
署
内
に
は
、
申
告
書

の
作
成
や
相
談
の
会
場
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

○�

納
税
証
明
書
の
交
付
は
、
成
田

税
務
署
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
内
に
は
納

税
窓
口
が
あ
り
ま
せ
ん
。
口
座

振
替
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

申
告
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場

合
は
、
郵
便
ま
た
は
信
書
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
本

人
控
え
」
が
必
要
な
方
は
、
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

は
、
改
め
て
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に

該
当
す
る
方
は
、
住
民
税
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

①�

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
公
的
年
金

以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の

方
②�

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
町
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

③�

給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
以
下

の
所
得
が
あ
る
方

④�

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、

酒
々
井
町
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
⑤�

事
業（
営
業
・
農
業
な
ど
）所
得
、

不
動
産
所
得
等
が
あ
り
、
確
定

申
告
に
該
当
し
な
い
方

⑥�

収
入
金
額
の
明
記
さ
れ
た
非
課

税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
方

※
昨
年
に
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た

方
に
は
、
町
か
ら
申
告
書
を
郵
送

し
ま
す
。

　
町
・
県
民
税
の
申
告
は
、
国
民

健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど

の
算
定
資
料
に
な
る
ほ
か
、
保
育

園
に
入
園
す
る
際
や
融
資
を
受
け

る
際
に
必
要
な
証
明
書
の
基
礎
資

料
に
な
り
ま
す
。

　
所
得
が
な
く
、
だ
れ
の
扶
養
控

除
対
象
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
や
、

別
世
帯
の
親
族
の
扶
養
控
除
対
象

に
な
っ
て
い
る
方
（
単
身
赴
任
し

て
い
る
方
も
含
み
ま
す
）、
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
所

得
の
み
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

国
税
に
つ
い
て
…
成
田
税
務
署

☎
０
４
７
６
（
２
８
）
５
１
５
１

音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
。

住
民
税
に
つ
い
て
…
税
務
住
民
課

住
民
税
班
☎

１
１
２�

・
１
１
３

住
民
税
の
申
告

〈表１〉申告会場と内容

会　　場 ①イオンモール成田２階イオンホール ②中央公民館２階研修室 持参するもの

日 時 2月2日㈪～3月16日㈪��９時～16時 ２月16日㈪～３月16日㈪　９時～11時30分、13時～15時30分 ①申告書（送付
されたものがあ
れば） ②印鑑
③ 本人名義 の
口座番号がわか
るもの ④収入
関 係・控 除 関
係の各書類

相談・受付内容 所得税、贈与税、個人消費税の申告 所得税の確定申告および住民税の申告

休日相談・受付 2月22日㈰・3月1日㈰ 土・日・祝日は受付を行っていません。

申告書の郵送先
所�得�税 ⇒〒286-8501　成田市加良部1－15　成田税務署　個人課税部門

町県民税 ⇒〒285-8510　酒々井町中央台4－11　酒々井町役場　税務住民課

備 　 考 両会場とも混雑状況により、早めに受付を終了させていただく場合がありますのでご注意ください。

　国税庁のホームページ「確定申告

等作成コーナー」を利用していただ

くと、24 時間いつでも所得税の確

定申告書などを作成することができ

ます。必要事項を入力後、申告書を

印刷し押印して、そのまま提出（郵

送）することができますので、ぜひ

ご利用ください。

国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp/

　e-Tax（国税電子申告・納税シス

テム）は、本人の電子署名および電

子証明書（住民基本台帳カード等）

をカードリーダに読み込ませて、国

税庁のホームページから直接申告す

ることができるシステムです。

　毎年申告をする方やお忙しい方な

ど、会場に足を運ぶことなく、申告

することができ大変便利です。詳し

くは、国税庁のホームページをご覧

のうえ、ご利用ください。

※税務署から配布される申告用紙
は、年々減少しています。e-Tax で
送信するか、国税庁のホームページ
から印刷していただくなど、ご理解
とご協力をお願いします。

国税庁のホームページ
で作成、そのまま提出

自宅からネットで申告
便利な『 e-Ｔax』
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確
定
申
告
の
会
場

所
得
が
な
か
っ
た
方

も
申
告
を



 
 
 

 

   

期
　
日
　
３
月
14
日
㈯

荒
天
中
止
（
小
雨
決
行
・
行
程
短

縮
有
）

行
き
先
　
千
倉
・
白
浜
方
面
12
㎞

の
コ
ー
ス
（
途
中
自
由
散
策
有
）

対
　
象
　
町
内
在
住
で
成
人
の
方

定
　
員
　
80
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
２
，
０
０
０
円
（
バ
ス

　本佐倉城マスコットキャラクター「勝っタネ！くん」

をモチーフに「勝っタネ！パン」を作ります。かわいい

のに本格的なパン作りにチャレンジしてみませんか。

日　時　２月 20 日㈮　９時～ 13 時　
会　場　中央公民館　調理実習室
対　象　町内在住の方　12 人（先着順）※定員になり
次第締め切ります。

参加費　実費負担（800 円程度）
申込期限　２月 10 日㈫
申込方法　お電話または公民館窓口で
お申し込みください。（休館日を除く）

　色とりどりのシングルサテンリボンで自分色のリボン

レイストラップを手作りしませんか。

講　師　大畑照美氏
日　時　３月４日㈬　９時 30 分～ 11 時 30 分
場　所　中央公民館工芸室
募集人数　町内在住・在勤の方　20 人（先着順）
参加費　600 円程度材料費を当日集金します。
持ち物　布用はさみ
応募方法　お電話または公民館窓口でお申し込みくださ
い。（休館日は除く）

申込期限　２月 12 日㈭ 17 時

　寒い冬をじっと耐えてきた野草たちがいよいよ春の日

差しを浴びて背伸びを始める頃となりました。芽吹きだ

した野草を観察して、春を満喫しましょう。自然の恵み

を少しだけ頂戴し、観察後はちょっぴり味わってみます。

日　時　３月 13 日㈮　９時 30 分～ 14 時
観察場所　酒々井地区の西井戸周辺
集合場所　中央公民館ロビー
参加費　１００円
募集人数　町内在住の方　20 人（先着順）
応募方法　お電話または公民館窓口でお申し込みくださ
い。（休館日を除く）

申込期限　３月１日㈰　17 時

　今回は伊篠地区方面で観察します。運が良ければカタ

クリの可憐な花も見られるかもしれません。

日　時　３月 25 日㈬　９時 30 分～ 12 時
観察場所　伊篠地区方面
集合場所　ＪＲ酒々井駅西口ロータリー
参加費　無料
募集人数　町内在住の方　20 人（先着順）
応募方法　お電話または公民館窓口でお申し込みくださ
い。（休館日を除く）

申込期限　３月８日㈰　17 時

各事業の問い合わせはすべて中央公民館へお願いします。☎（４９６）５３２１

　町では、住民と行政との協働のまちづくりについて理解を

深めていただくために「協働のまちづくり研修会」を定期的

に開催しています。

　今回は、講師に特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンター代

表理事、社会福祉法人大阪ボランティア協会常務理事早瀬昇

氏をお迎えし、ボランティア活動の新しい風～住民パワーで

素敵なまちづくり～と題してご講演い

ただきます。　※手話通訳あり

日　時　２月19日㈭　10時～11時30分

会　場　プリミエール酒々井

問い合わせ　住民協働課活動推進班

☎ ３６１

生涯学習課☎（４９６）５３３４

講演会のご案内

酒々井町人権教育セミナー
協働のまちづくり研修会共同開催

～酒々井町青樹堂（公民館主催事業）が盛りだくさん～

代
等
）
※
当
日
集
金
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
２
月
２
日
㈪
～
２
月

13
日
㈮

※
詳
し
く
は
２
月
２
日
㈪
の
新
聞

折
り
込
み
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う

え
、
生
涯
学
習
課
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
町
教
育
委
員
会

主
　
管
　
町
健
康
体
力
づ
く
り
推

進
員
連
絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４

講師の早瀬  昇氏

8

ス
プ
リ
ン
グ
ハ
イ
キ
ン
グ

南
房
総
を

歩
こ
う

「勝っタネ！くんゆるキャラクッキング2」参加者募集 「自然観察会（春編）その１」参加者募集

「自然観察会（春編）その2」参加者募集
「ハワイアンリボンレイストッラップ教室」参加者募集



 
 
 

 

   

　今年度は，給食で人気のメニューの中から，季節のおすすめレシピを紹介しています。
　第 3回目は，冬のおいしい食材を使ったレシピです。寒さの続くこの時期は，風邪をひくなど，体調を崩
してしまいがちです。体を温め，栄養バランスのよい食事をとり，寒さに負けない体をつくりましょう。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※材料は 4人分です）

★☆★☆マーボー大根☆★☆★ ★☆★☆どさんこ汁☆★☆★

★☆★☆にんじんケーキ☆★☆★

☆★☆たらのチリソースかけ☆★☆

〈材料〉
大根（１ｃｍいちょう切り・下ゆで）　　　 １／３本
たけのこ水煮（５ｍｍいちょう切り）　　　　 ６０ｇ
　　にんにく（みじん切り）　　　　　　　　 　適量
　　しょうが（おろす）　　　　　　　　 　　　適量
　　豆板醤　　　　　　　　　　　　　小さじ１／３
豚ひき肉　　　　　　　　　　　　　　６０ｇ
ねぎ（小口切り）　　　　　　　　　　　　１／４本
　　中華風調味料　　　　　　　　　　小さじ１／３
　　しょうゆ　　　　　　　　　　小さじ１と１／３
　　砂糖　　　　　　　　　　　　　　小さじ２／３
　　オイスターソース　　　　　　　　小さじ１／２
　　みりん　　　　　　　　　　　小さじ２と１／３
　　赤みそ（みりんで溶いておく）　　　 　小さじ２
ごま油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
片栗粉（水で溶いておく）　　　　　　　　　　　適量

〈作り方〉
①鍋にごま油を熱し，Ａを入れて香りが出るまで炒める。
②豚ひき肉を入れて炒める。
③たけのこ，大根を入れて炒め，Ｂを加える。
④片栗粉でとろみをつけ，ねぎを加える。
⑤香りづけにごま油を入れる。

〈材料〉
鶏もも肉（小間切れ）　　　　　　　　　　　　８０ｇ
にんじん（いちょう切り）　　　　　　　　　１／３本
じゃがいも（いちょう切り）　　　　　　　　　中１個
玉ねぎ（スライス）　　　　　　　　　　　　１／２個
コーン缶（小）　　　　　　　　　　　　　　　　１缶
こんにゃく（色紙切り・下ゆで）　　　　　　　４０ｇ
チンゲン菜（２ｃｍ幅に切る）　　　　　　　１／２株
　　和風だしの素　　　　　　　　　　　　小さじ１
　　塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少々
　　白みそ（溶く）　　　　　　　　大さじ２と１／３
有塩バター　　　　　　　　　　　　　　　　　５ｇ
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５００ｃｃ
〈作り方〉
①鍋に湯を沸かし，鶏肉を入れる。
②にんじん，じゃがいも，玉ねぎを入れて煮る。
③あくをとり，コーン缶，こんにゃくを入れる。
④野菜が煮えたら，Ａを入れる。
⑤最後にチンゲン菜，バターを入れる。

〈材料〉
にんじん（すりおろす）　　　　　　　　　小１／３本
卵（溶きほぐす）　　　　　　　　　　　　Ｌ玉 1 個
砂糖　　　　　　　　　　　　　　大さじ３と１／２
　　薄力粉　　　　　　　　　　　大さじ４と１／２
　　スキムミルク　　　　　　　　　　　　小さじ２
　　ベーキングパウダー　　　　　　　小さじ１／２
　　シナモンパウダー　　　　　　　　小さじ１／５
無塩バター（溶かす）　　　　　　　　　　　　１０ｇ
マドレーヌカップ（７～８ｃｍ）　　  　　　　　　４個

〈作り方〉
①卵に砂糖を加えてよく混ぜる。
② すりおろしたにんじんを汁ごと加え，溶かしたバター

を入れる。
③ Ａを入れてさっくりと混ぜ合わせ，マドレーヌカップ

に生地を流し，２００℃のオーブンで１２分焼く。

〈材料〉
たら切り身　　　　　　　　　　　　　　　　４切れ
片栗粉・薄力粉（混ぜておく）　　　　　各大さじ１
油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　　にんにく（みじん切り）　　　　　　　　　適量
　　しょうが（おろす）　　　　　　　　　　　適量
　　豆板醤　　　　　　　　　　　　　小さじ１／４
　　玉ねぎ（みじん切り）　　　　　　　小１／２個
　　トマトケチャップ　　　　　　大さじ２と１／２
　　しょうゆ・酒　　　　　　　　　各大さじ１／２
　　砂糖　　　　　　　　　　　　　　　　大さじ１
　　コンソメ粉末　　　　　　　　　　小さじ１／２
　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　大さじ２
油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
〈作り方〉
①フライパンに油を熱し，Ａを入れて炒める。
②①にＢを入れて，タレを作る。
③ 混ぜておいた片栗粉と薄力粉を たらにまぶして油

で揚げる。
④③に②をかける。

A

A

A

A

B

B

給食センターから こんにちは

給食人気レシピ～冬～

問い合わせ
学校給食センター

☎（４９６）１１５１

有塩バター　　　　　　　　　　　　　　　　　５ｇ
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５００ｃｃ

☆★☆★
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新
春
の
年
頭
を
飾
る
恒
例
の

「
酒
々
井
町
消
防
出
初
式
」
が
、

１
月
10
日
に
中
央
台
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
数
の

来
賓
が
出
席
し
、
千
葉
県
知
事
、

千
葉
県
消
防
協
会
長
な
ど
か
ら
、

こ
れ
ま
で
に
功
労
の
あ
っ
た
消
防

職
・
団
員
に
対
し
て
、
各
種
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

限
り
で
消
防
団
を
退
団
さ
れ
た
方

に
対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
６

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め

　
　
　
　
消
防
団
員
が
決
意
を
新
た
に

平
成
27
年
町
消
防
出
初
式

町
消
防
出
初
式

　

 

　

  

表
彰
者
一
覧
（敬称略）

功
労
章

団
員
　
　
中
川
　
　
武（
第
12
分
団
）

精
勤
章

団
員
　
　
鶴
田
　
　
剛（
第
４
分
団
）

団
員
　
　
殿
城
　
元
康（
第
４
分
団
）

団
員
　
　
加
藤
　
浩
史（
第
６
分
団
）

功
労
章

団
員
　
　
鈴
木
　
準
一（
第
９
分
団
）

精
勤
章

副
分
団
長
　
篠
原
　
　
稔（
第
７
分
団
）

団
員
　
　
木
内
　
常
之（
第
８
分
団
）

団
員
　
　
齋
藤
　
健
人（
第
３
分
団
）

副
分
団
長
　
小
嶋
　
淳
一（
第
５
分
団
）

分
団
長
　
戸
田
　
　
淳（
第
12
分
団
）

功
労
章

団
員
　
　
宇
佐
見
　
潤（
第
２
分
団
）

　
町
と
成
田
税
務
署
で
は
、
税
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
酒
々
井
中
学
校
の
３
年
生
、

酒
々
井
小
学
校
、
大
室
台
小
学
校

の
６
年
生
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ
租

税
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
租
税
教
室
は
社
会
科
の
授
業
の

中
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
児
童
・

生
徒
た
ち
は
、
消
費
税
な
ど
身
近

な
税
金
の
内
容
を
と
お
し
て
主
な

税
金
の
種
類
や
社
会
と
の
か
か
わ

り
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
税
金

で
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
税

金
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
税
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
た
よ
う
で
し
た
。

町
内
の
小
中
学
校
で

租
税
教
室
を
実
施

団
員
　
飯
田
　
幸
男
（
第
７
分
団
）

勤
続
章

団
員
　
宮
田
　
浩
司
（
第
11
分
団
）

団
員
　
宮
野
　
隆
志
（
第
13
分
団
）

精
勤
章

団
員
　
江
沢
　
勝
哉
（
第
３
分
団
）

団
員
　
玉
井
　
智
拓
（
第
３
分
団
）

団
員
　
小
出
　
和
也
（
第
６
分
団
）

団
員
　
吉
田
　
雅
幸
（
第
９
分
団
）

団
員
　
鈴
木
　
研
也
（
第
10
分
団
）

団
員
　
秦
野
　
光
博
（
第
10
分
団
）

分
団
長
　
京
増
　
浩
人（
第
２
分
団
）

分
団
長
　
成
毛
　
　
豪（
第
３
分
団
）

分
団
長
　
吉
田
　
晃
之（
第
４
分
団
）

分
団
長
　
山
下
　
勝
彦（
第
５
分
団
）

分
団
長
　
小
出
　
崇
正（
第
７
分
団
）

分
団
長
　
川
上
　
裕
司（
第
９
分
団
）

分
団
長
　
宮
川
　
義
道（
第
11
分
団
）

分
団
長
　
寒
郡
　
昇
一（
第
13
分
団
）

消
防
士
長
　
村
田
　
康
一
郎

　
　
　
　
　
　
　（
酒
々
井
消
防
署
）

分
団
長
　
曽
根
田
隆
洋（
第
１
分
団
）

副
分
団
長
　
池
田
　
聡
志（
第
１
分
団
）

団
員
　
　
伊
藤
　
雅
美（
第
２
分
団
）

団
員
　
　
中
山
　
正
幸（
第
５
分
団
）

消
防
副
士
長
　
中
村
　
豪
志

　
　
　
　
　
　
　（
酒
々
井
消
防
署
）

団
員
　
　
宇
佐
見
　
潤（
第
２
分
団
）

分
団
長
　
京
増
　
浩
人（
第
２
分
団
）

団
員
　
　
斉
藤
　
　
歩（
第
２
分
団
）

団
員
　
　
伊
藤
　
雅
美（
第
２
分
団
）

団
員
　
　
川
崎
　
真
弘（
第
２
分
団
）

団
員
　
　
竹
尾
　
謙
一（
第
９
分
団
）

団
員
　
　
竹
尾
　
紀
彦（
第
９
分
団
）

団
員
　
　
相
京
　
達
也（
第
９
分
団
）

班
長
　
　
清
宮
　
礼
雄（
第
９
分
団
）

元
第
５
分
団
　
小
島
　
儀
彦

元
第
７
分
団
　
篠
原
　
　
透

元
第
８
分
団
　
伊
藤
　
忠
志

元
第
11
分
団
　
川
上
　
英
勝

元
第
12
分
団
　
江
原
　
進
一

齋
藤
　
奈
美

　
　
　（
第
３
分
団
　
齋
藤
　
健
人
）

殿
城
　
和
恵

　
　
　（
第
４
分
団
　
殿
城
　
元
康
）

木
内
　
由
恵

　
　
　（
第
８
分
団
　
木
内
　
常
之
）

10

【
千
葉
県
知
事
表
彰
】

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

【
千
葉
県

　 

防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰
】

【
千
葉
県
消
防
協
会

　
　
　    

印
旛
支
部
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
長
表
彰
】

【
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

　
　
消
防
組
合
管
理
者
表
彰
】

【
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

　
　
消
防
組
合
消
防
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
消
防
団
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
消
防
団
長
感
謝
状
】

【
酒
々
井
町
内
助
功
労
感
謝
状
】



♦ 

俳
　
句

♦ 

短
　
歌

寒
鯉
や
雨
の
水
輪
を
通
り
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
悦
子

日
の
傾
ぎ
た
る
輝
き
に
芦
枯
る
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
倉
　
里
水

吊
し
柿
風
が
持
て
く
る
甘
味
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

御
護
摩
札
積
み
上
が
り
ゐ
て
年
用
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
　
緑
水

装
ひ
を
風
に
落
さ
せ
山
眠
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
良
靖

障
子
貼
る
気
の
入
れ
か
は
る
一
日
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遊
琴

羽
子
板
の
美
人
の
姿
重
き
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
田
美
津
江

早
起
き
の
身
の
ひ
き
し
ま
る
初
氷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
美
智
子

わ
が
家
に
動
く
も
の
な
く
冬
の
陽
の
移
ろ
う
窓
辺
に
花
の
鉢
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
康
子

晩
秋
の
冷
た
き
雨
に
見
舞
は
れ
し
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
紅
葉
あ
ざ
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
　
　
光
子

あ
ら
た
め
て
亡
き
師
の
教
へ
か
み
し
む
る
重
き
意
味
持
ち
吾
を
後
押
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠
山
　
章
子

草
引
き
し
庭
検
分
の
小
鳥
来
て
夜
半
の
雨
吸
う
土
つ
つ
き
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

水
涸
れ
て
金
魚
の
居
な
い
池
淋
し
日
ご
と
通
ひ
し
猫
も
御
無
沙
汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
康
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
金
銭
）

・
鶴
岡
洋
　
　
　
　
　   

　
　
10
万
円

・
眞
鍋
里
美
（
成
田
市
）
　
　
５
千
円

・
匿
名              

　
　
　    

５
千
円

・
匿
名                         

３
千
円

・
匿
名
　
　
　
　
　
　
　 

５
８
３
円

あ
り
が
と
う

寄付金を手渡す鶴岡会長（左）小別當清助さん（左）から文房具の寄贈

　
昨
年
12
月
４
日
に
、
酒
々
井
中

学
校
体
育
館
で
、
福
祉
用
品
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
同
校
生
徒
会
役
員

（
写
真
左
）
か
ら
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
齋
藤
会
長
に
「
シ
ャ
ワ
ー

チ
ェ
ア
ー
」
と
「
ト
イ
レ
用
フ
レ

ー
ム
」
が
１
台
ず
つ
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
校
の
福
祉
用
品
の
贈
呈
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
活
動

で
、
生
徒
会
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ア
ル

ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
の
収
集
活
動
や

段
ボ
ー
ル
や
古
紙
回
収
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
い
、
そ
こ
で

得
た
資
金
を
も
と
に
福
祉
用
品
を

購
入
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
と
し
た
町
内
の
福
祉
団

体
等
に
寄
贈
し
て
い
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
酒
々
井
中
学
校

☎
（
４
９
６
）
１
０
４
０

　
鳩
を
介
し
て
交
流
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
一
般
社
団
法
人
日
本
鳩
レ
ー
ス
協
会
『
成
田
競
翔
連
合

　
酒
々
井
の
小こ
べ
っ
と
う

別
當
清せ

い

助す
け

さ
ん
か
ら
１
月
７
日

に
子
ど
も
た
ち
の
勉
強

や
福
祉
関
係
団
体
の
活

動
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
な

ど
、
多
く
の
文
房
具
を

町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
町
内
の
小

中
学
校
及
び
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※今月号の「こんにちは しすいっ子」は都合によりお休みします。

酒
々
井
中
学
校

福
祉
用
品
贈
呈
式

会
』
の
鶴
岡
英
男
会
長

か
ら
12
月
５
日
に
「
会

の
活
動
の
お
役
に
立
て

れ
ば
」
と
18
年
連
続
で

『
酒
々
井
町
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
』
に
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
を
受
け
た
伊
藤

光
子
会
長
か
ら
は
「
心

身
に
障
害
が
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
活
動
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

善意をありがとう18 年連続で寄付小別當清助さんから文房具の寄贈
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

　  

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

今
年
度
対
象
の
方
は

　     

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で

　
今
年
度
対
象
の
方
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
期
限
ま
で
に
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
５
年
ご
と
に
接

種
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

平
成
31
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
65
歳
の
方

の
み
対
象
と
な
る
た
め
、
今
回
対
象
の
方
は

５
年
後
に
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
対
象
者

　
次
の
①
、
②
の
う
ち
、
今
ま
で
に
一
度
も

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
方
。

①
平
成
27
年
３
月
末
時
点
で
、
年
齢
が
、
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
、
ま
た
は
１
０
１
歳
以
上

の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を
有

す
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方
）

※
対
象
の
方
に
は
９
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
を
ご
持

参
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
内
医

療
機
関
に
て
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
町
外
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
に
は
事
前
に
予
約
し
て

か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
。

接
種
回
数
　
１
回

接
種
費
用
　
３
，
５
０
０
円

日　　　時 内　　　容

１ ２月25日㈬
９時30分～11時30分

・糖尿病とは？
・私の適正カロリー

２ ３月４日㈬
９時30分～11時30分

・運動とフットケア
・食品交換表を使ってみよう

３ ３月11日㈬
９時30分～11時30分

・食生活日記で振り返ろう
・食事満足度アップ

日　　　時 内　　　容

１
２月10日㈫
13時30分～16時

妊娠のしくみ・妊娠中の栄養
離乳食・調理体験

２
２月17日㈫
13時30分～16時

妊娠後期の過ごし方
呼吸法・分娩のしくみ

３ ２月25日㈬
13時30分～16時

赤ちゃんの保育
先輩ママとの交流
母乳栄養・お口のケア

4 ２月28日㈯
12時30分～15時30分

パパの妊婦体験・家族計画
もく浴・調乳実習
２人で行う妊婦体操

〈表〉 糖尿病予防教室

〈表〉 マタニティ・ママパパクラス日程等

　｢糖尿病の予備軍｣ と言われたことがあったり、糖
尿病が気になるというみなさん、糖尿病について勉強
してみませんか。自分に必要な摂取カロリーやバラン
スのよい食事、運動などを学習します。ぜひ生活習慣
の見直しにお役立てください。
◆日時・内容　〈表〉のとおり
◆講　師　栄養士・保健師
◆定　員　20 人
◆持ち物　筆記用具、計算機（電卓）
◆会　場　保健センター
◆申込方法　２月 17 日㈫までに電話または直接窓口
　で申し込みください。
◆申し込み・問い合わせ　保健センター

　安心して出産・育児をするために、また、お友達作
りのためにも、ぜひご参加ください。
◆日時・内容　〈表〉のとおり
◆会　場　保健センター
◆持ち物　母子健康手帳・筆記用具
◆費　用　無料
◆ 申込方法　各回の３日前までに、電話または直接保
健センターへお申し込みください
　※１回だけの参加もできます。
　※４回目はご家族の方も参加できます。
◆問い合わせ　保健センター

糖尿病予防教室マタニティ・ママパパクラス

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
事
前
に
生
活
保

護
受
給
証
を
取
得
し
、
接
種
時
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

実
施
機
関
　
委
託
医
療
機
関

接
種
期
限
　
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期
的
に
施
設
内

部
の
一
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
同

士
の
遊
び
場
や
、
保
護
者
の
方
の
語
ら
い
の

場
と
し
て
育
児
の
合
間
の
気
分
転
換
に
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
毎
回
11
時
30
分
か
ら
は
う

た
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

対
　
象
　
０
～
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

日
　
程
　
２
月
４
日
㈬
・
12
日
㈭
・
25
日
㈬
、

３
月
４
日
㈬
・
10
日
㈫
・
25
日
㈬

時
　
間
　
９
時
30
分
～
12
時

※
２
月
25
日
㈬
は
計
測
日
と
な
り
ま
す
。
計

測
結
果
を
母
子
健
康
手
帳
に
記
載
し
ま
す
の

で
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
計
測
開
始
は

10
時
30
分
か
ら
の
予
定
で
す
。

※
３
月
４
日
㈬
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本

の
よ
み
き
か
せ
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

※
３
月
10
日
㈫
は
、
お
楽
し
み
会
が
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
３
階
母
性
教
室

（
和
室
）

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

ゆ
り
か
ご

ル
ー
ム
で

遊
ぼ
う

12

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ



　「
口
の
ケ
ア
」
は
大
切
で
あ
る
と
よ
く
聞

き
ま
せ
ん
か
。

　
な
ぜ
大
切
な
の
か
、
実
際
に
口
腔
ケ
ア
を

受
け
て
い
る
人
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
、
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
は
介
護
を
受
け
て
い
る
方
の
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
の
講
演
と
実
習
を
行
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
３
月
５
日
㈭
　
10
時
～
12
時
（
受

付
開
始
９
時
30
分
～
）

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井（
会
議
室
）

酒
々
井
町
中
央
台
３
︲
４
︲
１

費
　
用
　
無
料

対
　
象
　
介
護
を
し
て
い
る
方
、
受
講
を
希

望
す
る
方

内
　
容
　〈
講
話
〉
口
腔
ケ
ア
、
摂せ
っ
し
ょ
く
え
ん
げ

食
嚥
下

に
つ
い
て

〈
実
習
〉
要
介
護
者
の
立
場
に
な
っ
て
口
腔

ケ
ア
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う

講
　
師
　
梅
村
歯
科
医
院
　
院
長
　
梅
村
義

成
先
生

協
　
力
　
東
京
歯
科
大
学
摂
食
嚥
下
科

定
　
員
　
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
２
月
27
日
㈮

申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

日
　
時
　
２
月
18
日
㈬
　
13
時
30
分
～
16
時

会
　
場
　
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

※
今
回
の
献
血
は
２
０
０
・
４
０
０
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル

◎印旛市郡小児初期急病診療所（0～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受付は、診療時間の15分前までとなります。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受付は、診療時間の15分前までとなります。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～ 22時
電話 ＃8000
（ダイヤル電話からは☎（242）9939）

※来診する際は、事前に電話を入れ、
　保険証を持参してください。

会場：保健センター

今月の行事

予防接種
委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG、麻しん風しん混合、不活化ポリオ（単
抗原）、4種混合、日本脳炎、ヒブ、小児用肺
炎球菌、水痘

小学校
6年生 ジフテリア破傷風混合

高齢者 肺炎球菌

診療日時

診　療　日 診療時間

月～土曜日 19時～翌日6時

日曜日・祝日

12月29日～1月3日

9時～17時  

19時～翌日6時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内科・小児科 毎　日 19時～23時

内科・小児科
日曜日・祝日
8月13日～15日
12月29日～１月3日

10時～17時外　　科

歯　　科

日 内　　　容 時　　　間

3日㈫
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ26. 3月生

受付 10時～11時

4か月児
Ｈ26. 9月生

受付
13時～14時30分

4日㈬
12日㈭
25日㈬

ゆりかごルーム 9時30分～12時

16日㈪
ヘルシーウォーキング
（雨天中止）
味噌汁塩分測定

受付
9時～9時20分

18日㈬ 1歳6か月児健康診査
Ｈ25.6月・7月生

受付
12時45分～13時15分

24日㈫ 2歳児歯科健康診査
Ｈ24.4月・5月・6月生

受付
13時～13時30分

2日㈪
9日㈪
16日㈪
23日㈪

健康相談
歯科健康相談

9時30分～11時

H27. ２. １ 13

命
を
守
る
口
腔
ケ
ア
講
演
会

献
血
に
ご
協
力
を



日時　２月４日㈬（原則予約制）
　　　10時～ 17時
会場　中央庁舎１階会議室
対象　15歳以上40歳未満の方または
その保護者
内容　職業的な自立を目指す若者やひ
きこもりに悩む保護者などを対象に専
門員が無料で相談に応じます。
申し込み・問い合わせ　ちば北総地域
若者サポートステーション
☎０４７６（３７）６８４４

日時　２月28日㈯　13時～ 16時　
会場　千葉市中央コミュニティセン
ター６F 講習室５
対応者　弁護士、労働安全衛生管理者、

ソーシャルワーカー他
費用　無料
※予約不要、当日受付
問い合わせ　千葉中央法律事務所
☎（２２５）４５６７

　地域包括支援センターは、高齢者が
できる限り住み慣れた地域で生活でき
るようにさまざまな相談を受けるとこ
ろです。高齢者本人、家族、ご近所の
方などの相談もお受けします。
　相談の内容は、「介護保険の内容が
分からない」、「一人暮らしが不安」、「で
きるだけ自立して生活したい」など、
介護や医療、健康づくりに関すること
など、日常生活での各種の相談をお受
けします。相談はすべて無料です。

【ミニギャラリー開催中】

　高齢者の方や子ども、陶芸家などさ
まざまな方々の作品を展示していま
す。気軽にお立ち寄りください。作品

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　 4月１日㈫～4月30日㈬
固定資産課税台帳の閲覧　　　4月１日㈫～随時
平成26年度の固定資産税納税通知書は4月１１日㈮に発送予定です。

問い合わせ　税務課資産税班　☎　114・115

納付期限
　3月2日㈪まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第 4 期
第 8 期
第 6 期
第 8 期

内

2月の

も随時受け付けています。
問い合わせ　町地域包括支援センター
☎（４８１）６３９３

　里山からアルプスまで、健康を維持
し、ハイキングを楽しみませんか？
活動内容　毎月１～２回の活動を行っ
ています。中央公民館前から貸し切り
バス利用（土曜日の日帰りが中心）
会員状況　中高年を中心に現在76人
で男女ほぼ半数の構成ですが、若い
方々も大歓迎です。
入会条件　町内在住または在勤の方
会費　入会金1,000円、年会費1,150円、
スポーツ安全保険料年1,850円、
その他活動費は随時集金します。
申し込み・問い合わせ

永井☎（４９６）６２４５
進藤☎（４９６）０１１３

酒々井ハイキングクラブ会員募集

14

相 　 談

14

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談
５日㈭、19日㈭��13時～16時
社会福祉協議会

社会福祉協議会☎（４９６）６６３５

法律相談 12日㈭、26日㈭　13時～16時　社会福祉協議会
社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※電話予約制です。事前にお申し込みください。
（申込先着順１日６件まで）

人権相談 10日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第１会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・小出喜市さん、小宮山清志さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） 10日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
６日㈮　10時～15時　

役場中央庁舎１階会議室
20日㈮　10時～15時

経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園
中央保育園

月曜日～金曜日（祝休日を除く）
９時～17時
※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談
12日㈭　10時～15時
税務住民課年金班へお越しください

税務住民課年金班☎ １２１・１２２

労災職業病なんでも相談会

就労に悩みを抱えている若者を
応援する自立支援無料相談

高齢者の身近な相談窓口
地域包括支援センター

｝

募 　 集



インフォメーション
朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催

日時　３月８日㈰　14時開演
会場　プリミエール酒々井　文化ホール
チケット　一般／前売り券2,000円、
当日券2,500円、高校生以下／前売り
券1,000円
販売場所　まがり家、大谷屋酒店、カ
フェひだまり他
主催　ＮＰＯ法人 輝け酒々井まちづ
くり研究会
共催　酒々井まちづくり研究所
後援　酒々井町
問い合わせ　ＮＰＯ法人輝け酒々井
まちづくり研究会 山本☎０８０（２５６６）
３２３３ 杉山☎０９０（５８０１）８３９７
住民協働課☎ 361

　住民の皆様が安心して暮らせる地域
社会づくりを目指し酒々井町地域福祉
計画・地域福祉活動計画が平成25年
４月にスタートしました。
　本年度は『地域交流と健康づくり』
をテーマに開催します。
日時　２月20日㈮　13時30分
会場　プリミエール酒々井文化ホール
主催　社会福祉協議会
問い合わせ　社会福祉協議会
☎（４９６）６６３５

　日頃の作業学習で製作した作業製品
を販売します。

【中学部】

日時　２月17日㈫　10時45分～ 14時10分
会場　イトーヨーカドー四街道店
内容　木工製品、染め物製品の販売

【高等部】

日時　2月24日㈫　10時～ 15時
会場　ユアエルム成田店　１階セン
タープラザ
内容　ビーズ製品、革製品、陶芸製品、
野菜、花苗等の販売
問い合わせ　印旛特別支援学校　担当
　（中学部）加藤　（高等部）端　☎　
０４７６（９８）２２００

日時　２月19日㈭14時～ 16時
会場　印旛合同庁舎２階大会議室
講演　「児童・思春期の理解と児童精
神医療」～子どもたちに何が起きてい
るか～
講師　成田赤十字病院 精神神経科 松
田久実医師
対象　印旛健康福祉センター管内に在
住・在勤の方（先着100人）
問い合わせ・申し込み　２月２日㈪か
ら電話で印旛健康福祉センター地域保
健課☎（４８３）１１３４・１１３６

日時　２月25日㈬14時～ 15時30分
会場　成田赤十字病院A棟８階「講堂」
講演　「うつ病を理解する」
講師　成田赤十字病院　精神神経科部
長　佐藤茂樹医師
費用　無料
定員　100人（先着順）
申込方法　必要事項（住所、氏名、連
絡先）を記入し、次の方法でお申し込
み下さい。
①はがき②電話③直接病院「健康管理
センター窓口⑯番」へ
問い合わせ・申し込み　成田赤十字病
院　社会課、〒286-8523　成田市飯

時間　9：00～ 11：00　お問い合わせは各保育園へ
子どものことで、気になることなどありましたら気軽にご相談ください。

∽ みんなおいでよ！ 園庭開放（２月の予定）∽

岩橋保育園 ☎（481）7021 中央保育園 ☎（496）1274 対　象

親子で体操 25日㈬

親子で体操 ４日㈬
乳幼児と

保護者
読み聞かせ 18日㈬

親子で体操 25日㈬

田町90-1　公開健康講座「うつ病を
理解する」宛
☎０４７６（２２）２３１１（内線7504）

日時　２月21日㈯　14時～ 16時
会場　日本医科大学看護専門学校　体
育館（印西市鎌苅1995）
講師　日本医科大学千葉北総病院　消
化器内科　厚川正則先生
参加費　無料　※事前申し込み不要
定員　先着150人
共催　千葉肝臓友の会、ブリストル・
マイヤーズ株式会社
後援　印旛市郡医師会
問い合わせ　千葉肝臓友の会☎０４７

（４６０）７０５５
http://chiba-kantomo.com

【手話学習会＆ミニ懇談会】

日時　２月７日㈯　13時30分～ 16時
会場　①佐倉市中央公民館　
参加費　無料（初回参加時のみテキス
ト代1000円）

【手話＆懇談会】

日時　２月15日㈰　13時30分～ 16時
会場　四街道市総合福祉センター
参加費　無料
申し込み　不要、だれでも参加できます。
＊ＯＨＰ/ＯＨＣ要約筆記（話し手の
言葉を要約して書いてスクリーンに映
す）で聞こえのサポートをします。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴
者・難聴者協会印旛香取事務所　

（４６１）６５３３☎（４９６）
２３３１

地域福祉フォーラム開催

印旛特別支援学校「よしきりフェア」

こころの健康市民講座
「児童・思春期の理解と児童精神医療」

成田赤十字病院公開健康講座
「うつ病を理解する」

中途失聴・難聴者のみなさんへ

H27. ２. １ 15

お 知 ら せ

催 し ・ 講 座

日時　２月10日㈫、24日㈫  10時～11時30分
　　　※24日はしすい子ども家庭応援団ジーバー
　　　ズによる紙芝居とハンカチの型染めを予定
会場　しすいあいあいルーム（役場西庁舎１階）
問い合わせ　こども課子育て支援班☎　３７２内

育児のアドバイス｢あいあいデー｣育児のアドバイス｢あいあいデー｣

NPO法人 輝け酒々井
まちづくり研究会 発足記念

「町に春の到来を祝う音楽鑑賞会」 印旛郡市肝臓病市民公開講座
「Ｃ型肝炎治療の最前線～すべての

患者さんの治療を目指して～」
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【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※テープに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635

日 行　　事　　名 掲　載
ページ

15㈰ 盛年式 12月号5

16㈪ 中央公民館での確定申告等の受付開始 7

19㈭ 協働のまちづくり研修会　（講演会） 8

26㈭ 景観づくりワークショップ 2

問

　
新
年
恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
新
春
駅
伝
競
走
大

会
」
が
１
月
17
日
、
総
合
公
園
を
会
場
に
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
56
組
延
べ
２
８
０
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
寒
空
の
下
、
大
勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
声
援
に
後
押
し
さ

れ
、
タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
た
選
手
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い

に
、
次
々
と
コ
ー
ス
へ
飛
び
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
レ
ー
ス
を
終
え
た
選
手
た
ち
に
は
、
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
湯
気
の
立
つ
汁
を
み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

休日窓口開庁日　22日（日）8:30 ～ 12:00

「広報ニューしすい」の有料広告でＰＲしてみませんか！

申込期限　掲載希望月の前々月の25日まで
　　　　　４月号掲載希望分は２月25日㈬までに
広告の規格・掲載料
１号広告　縦4.5㎝×横8.6㎝　　�05,000円/回
２号広告　縦4.5㎝×横.18㎝　　�10,000円/回
３号広告　縦9.8㎝×横.18㎝　　�20,000円/回
※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、企
画財政課広報広聴班までお問い合わせください。
☎ 043（496）1171　222内

スタート直後の上り坂に臨む第1走者【中学生男子・一般の部】

コース終盤のデッドヒートは大歓声で盛り上がります

温かい豚汁も楽しみのひとつです！

2月

2 月のプリミエール酒々井／町立図書館

問い合わせ　 プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　 　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

休館日　～４、９、１２、１６、１９、２３日

休館日　２、９、１２、１６、２３日

人権セミナー　　　　　19日㈭ 10時～
地域福祉フォーラム　　20日㈮ 13時 30分～

おはなし会　　22日㈰ 15時～

プリミエール酒々井

図書館

第
34
回
「
新
春
駅
伝
競
走
大
会
」

笑
顔
で
つ
な
い
だ
襷
リ
レ
ー
！

笑
顔
で
つ
な
い
だ
襷
リ
レ
ー
！


